
日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ（
愛
知
県
長

久
手
市
、
牧
志
龍
男
社
長
）
は
、

１
９
７
３
年
の
創
業
以
来
、中
・
小
規

模
水
道
施
設
の
設
計
・
施
工
で
培
っ

て
き
た
技
術
を
も
と
に
、
近
年
、
小

水
力
発
電
分
野
に
参
入
し
て
い
る
。

水
道
の
取
水
装
置
を
多
く
手
が
け

た
知
見
を
生
か
し
、
小
水
力
発
電
に

最
適
な
除
塵
装
置「
Ｊ
Ｊ
Ｓ
」シ
リ
ー

ズ
を
開
発
。
小
水
力
発
電
所
で
は
、

落
葉
や
流
木
な
ど
の
水
に
混
入
す
る

塵
芥
（
じ
ん
か
い
）
に
よ
っ
て
、
取

水
口
や
水
車
に
ご
み
が
詰
ま
り
、
取

水
面
の
閉
塞
、
水
車
の
故
障
が
多
発

す
る
。
発
電
量
の
低
下
や
高
頻
度
の

清
掃
負
担
と
い
う
課
題
に
対
し
、
Ｊ

Ｊ
Ｓ
は
高
い
除
塵
能
力
と
安
定
し
た

取
水
を
両
立
し
、
こ
れ
を
解
決
し

た
。
可
動
部
が
な
い
電
源
不
要
の
構

造
に
よ
り
設
置
後
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少

な
く
、
高
い
信
頼
性
を
誇
る
の
も
特

長
だ
。

頭
首
工
や

取
水
堰
（
ぜ

き
）
に
設
置
す

る
「
Ｊ
Ｊ
Ｓ

―
Ａ
」、
開
水

路
に
設
置
す

る
「
Ｊ
Ｊ
Ｓ
―

Ｂ
」、
ヘ
ッ
ド

タ
ン
ク
や
沈
砂

池
に
設
置
す
る

「
Ｊ
Ｊ
Ｓ
―
Ｃ
」

の
３
タ
イ
プ
を

ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
様
々
な
現

場
に
対
応
可
能

と
し
て
い
る
。

「
Ｊ
Ｊ
Ｓ
―

Ｃ
」
は
、
斜
面

と
水
平
面
の
2

つ
の
角
度
の
ス

ク
リ
ー
ン
か
ら
取
水
し
、
装
置
下
の

ヘ
ッ
ド
タ
ン
ク
に
水
が
流
れ
込
む
構

造
だ
。
全
量
取
水
が
可
能
で
発
電
効

率
が
向
上
す
る
だ
け
で
な
く
、
落
差

損
失
を
抑
え
て
い
る
。
ま
た
、
水
車

の
ガ
イ
ド
ベ
ー
ン
や
バ
ル
ブ
の
開
度

を
絞
り
込
ん
だ
時
に
逆
流
が
発
生
し

て
取
水
面
に
堆
積
し
た
塵
芥
を
自
動

的
に
洗
い
流
す
「
逆
流
洗
浄
機
能
」

を
有
し
、
人
手
に
よ
る
清
掃
作
業
の

頻
度
が
大
幅
に
低
減
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
、
長
野
県
飯
綱
町
に
あ
る

芋
川
用
水
発
電
所
で
は
「
維
持
管
理

し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
飯

綱
町
役
場
の
強
い
要
望
を
受
け
長
野

県
が
「
Ｊ
Ｊ
Ｓ
―
Ｃ
」
の
導
入
を
決

定
し
、
運
転
開
始
以
降
、
期
待
通
り

の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｊ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
は
全
国
に
20
カ

所
以
上
の
納
入
実
績
が
あ
り
、
導
入

先
で
は
、
水
車
稼
働
率
の
安
定
に
よ

る
発
電
量
の
向
上
、
清
掃
負
担
軽
減

に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
に

よ
っ
て
、
採
算
性
の
向
上
効
果
が
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
は
こ
れ
か
ら

も
、
現
場
の
声
と
培
っ
て
き
た
技
術

を
も
と
に
、
小
水
力
発
電
に
関
わ
る

課
題
を
解
決
し
、
地
域
の
振
興
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
貢
献

し
て
い
く
。

除塵で小水力発電の採算性向上に寄与

日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ

北
芝
電
機
（
福
島
市
、
安
藤
秀
泰

社
長
）
は
、
電
力
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
75
年
に

わ
た
り
発
電
機
や
変
圧
器
、
配
電
盤

と
い
っ
た
設
備
の
製
造
に
携
わ
っ
て

き
た
。
現
在
稼
働
し
て
い
る
発
電
機

は
４
０
０
台
以
上
の
豊
富
な
実
績
を

持
つ
。
長
年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
、
高
効
率
か
つ
高
信
頼
性
の
も

の
づ
く
り
で
、
水
力
発
電
設
備
の
安

定
運
用
に
貢
献
し
て
い
る
点
が
大
き

な
強
み
だ
。
さ
ら
に
、
自
社
製
品
に

と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
製
や
撤
退
し
た

元
メ
ー
カ
ー
の
発
電
機
の
修
理
や
点

検
に
も
対
応
で
き
る
柔
軟
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
構
築
し
て
お
り
、
設
備

の
延
命
化
や
性
能
維
持
に

向
け
た
最
適
提
案
を
行
っ

て
い
る
。
導
入
後
を
見
据

え
た
保
守
性
や
更
新
性
ま

で
提
案
で
き
る
点
も
強
み

で
、
水
力
発
電
設
備
を
熟

知
し
た
メ
ー
カ
ー
と
し

て
、
個
々
の
設
備
条
件
や

運
用
状
況
に
応
じ
た
、
き

め
細
か
な
対
応
が
で
き
る

こ
と
も
同
社
の
特
長
だ
。

ま
た
同
社
は
、
発
電
機

だ
け
で
な
く
制
御
盤
や
変

圧
器
な
ど
周
辺
設
備
を
含

め
た
総
合
的
な
提
案
力
に

も
強
み
を
持
つ
。
水
力
発

電
所
向
け
で
は
、
環
境
負

荷
低
減
に
寄
与
す
る
「
菜

種
油
変
圧
器
」
へ
の
ニ
ー

ズ
も
高
ま
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
環
境
配
慮
型
製
品

を
組
み
合
わ
せ
て
提
案
で

き
る
点
は
大
き
な
特
徴
と

い
え
る
。発
電
設
備
単
体
で
は
な
く
、

周
辺
設
備
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
視

点
で
最
適
化
を
図
る
こ
と
で
、
発
電

所
全
体
の
価
値
向
上
や
長
期
安
定
運

用
に
貢
献
し
て
い
く
考
え
だ
。

そ
の
一
例
と
し
て
同
社
は
、
東
北

電
力
の
木
戸
川
第
一
発
電
所
（
福
島

県
双
葉
郡
川
内
村
）
に
お
け
る
発
電

機
更
新
案
件
を
手
掛
け
、
２
０
２
５

年
12
月
に
運
開
し
た
。
こ
の
案
件

で
は
、
大
正
13
年（
１
９
２
４
年
）

に
設
置
さ
れ
た
発
電
機
を
刷
新
し
、

従
来
の
１
５
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
機
２
台

を
３
２
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
機
１
台
へ
と

リ
パ
ワ
リ
ン
グ
し
た
。
回
転
速
度

は
５
０
０
ｍ
ｉ
ｎ-

１
、
電
圧
は

６
６
０
０
Ｖ
で
、
ブ
ラ
シ
レ
ス
励
磁

方
式
や
電
磁
ブ
レ
ー
キ
を
採
用
し
、

Ａ
Ｖ
Ｒ
盤
も
北
芝
電
機
が
担
当
し
て

い
る
。
既
設
設
備
の
状
況
を
踏
ま
え

た
更
新
提
案
に
よ
り
、
設
備
の
「
省

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
化
」
と
「
性
能
向
上
」

の
両
立
を
図
っ
た
点
も
特
徴
で
、
水

車
の
更
新
は
協
力
メ
ー
カ
ー
の
芦
野

工
業
が
担
っ
た
。 

北
芝
電
機
は
、
設
計
か
ら
保
守
・

更
新
ま
で
一
貫
対
応
し
、
小
水
力
発

電
の
普
及
と
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
を
後
押
し
す
る
。

環
境
配
慮
型
設
備
も
含
め
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

環境配慮型の総合提案力で安定運用に貢献

北
芝
電
機

芋川用水発電所のヘッドタンクに設置したＪＪＳ―Ｃ 発電機更新を手掛けた東北電力の木戸川第一発電所

ア
ド
ヴ
ァ
ン
ス
ド
・
ハ
イ
ド
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ｒ
ｏ
ｏ
ｋ
ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
な

ど
13
カ
国
の
発
電
事
業
者
な
ど
に
多

数
採
用
さ
れ
、
83
万
平
方
㌔
㍍
の
予

測
を
行
っ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
に

は
日
本
国
内
の
電
力
会
社
で
運
用
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

魚及へ

田
中
水
力

米メイ


